
　地理空間 PDF は Adobe 社の仕様で、レイアウト中の適切な構成要素に対してジオリファレンスを行います。地図デー

タは USGS や NGA その他の機関によってこの拡張された PDF 形式でインターネット上で公開されつつあります。Adobe 

Reader 9.0 で利用可能な［解析（Analysis）］ツールバーを使って、地図の上で測定したり、希望する座標の位置を入

力することができます。 Adobe Reader の中で地図上で測定するためには、PDF 文書は一度 Adobe Acrobat 9 以降で処理

して、Reader の使用権を有効にしておく必要があります（Adobe Reader で Advanced/Extend 機能を選択します。クイッ

クガイドの“Reader を使った地理空間 PDF の測定（Measuring Geospatial PDFs with Reader）”をご覧下さい）。

　複雑なレイアウトでも地理空間 PDF にレンダリングすることができます。例えば、地質図は多くの込み入ったレイヤ

や挿入図、凡例、フォントを含みます。下図は標準的な地質図で、紙地図として出版するため TNT レイアウトとして準

備されました。これを地理空間 PDF にレンダリングすることができます。TNT のレイヤは地理空間 PDF に別々にレンダ

リングされるので、レイアウトをレンダリングする時に［レイヤコントロールを含める（Include Layer Controls）］オ

プションをオンにしておくと、Adobe Reader で表示する際、欄外の製飾情報や凡例、選択したレイヤの表示 / 非表示を

個別に切り換えることができます。

　地理空間PDFファイルの表示と使用は無料です。ユーザのTNT製品で地理空間PDFファイルを作るには他にソフトウェ

アは必要ありません。以下は TNT 製品を用いた PDF へのレンダリング機能です。

　●複雑な TNT マップレイアウトのレンダリング

　● PDF や地理空間 PDF の中のそれぞれのレイヤのメンテナンス

　●表示の中のある領域のみや、全てのレイヤの範囲に合わせた領域のレンダリング

　●システムフォントへのリンク、埋め込みフォント、レンダリングテキストの選択　および

　● Acrobat ビューワ（Adobe Reader や Adobe Acrobat、Adobe Acrobat Professional、Adobe Acrobat Pro Extended、

　● Preview など）の自動起動
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v74 新機能

　TNT 製品での“レンダリング”は、TNT で作った地図やレイアウトの内容を他のレイアウト形式に変換することを意味

します。PDF や KML/KMZ、SVG は全て、TNT 製品でレンダリングできるレイアウト形式の例です。印刷や表示レイアウト

を他のレイアウト形式に変換することは 1 つのレイヤを単にエクスポートするより複雑です。出力するレイアウト形式

によって、ユーザが色々とコントロールすることができます。現在の表示をレンダリングする場合、表示しているウィ

ンドウの中の領域だけをレンダリングするのか、あるいは範囲が非常に大きくなることがありますが、レイアウト中の

全てのレイヤを囲む範囲を含むのかを選択できます。

座標精度（Coordinate Accuracy）
の設定によって PDF ファイルのサ
イズが決まります。値が小さい程、
ファイルは大きくなります。デ
フォルトの値はラスタの解像度で
決まり、ラスタがない場合は図形
境界の範囲によって決まります。

［幅 0 のラインのスケーリング
（Scale Zero Width Lines）］オプ
ションは、幅ゼロにセットされた
ラインをいつも 1 ピクセルで描画
するか、あるいは拡大とともに太
く表示するかを決めます。

“地理空間 PDF”とは、ジオリファレンス情報が埋め込まれた PDF を区別するために Adobe 社が用いている専門用語です。
他方、GeoPDFというのは著作権のある名前で、TerraGoテクノロジー社によって作成されたもう1つ別のPDFのジオリファ
レンスの方法です。TNT 製品の PDF へのレンダリング処理によって作成することができるのは“地理空間 PDF”のみです。


